
目標管理制度のカスタマイズ

目標管理制度の不具合が認められるたびに，人事

部門は精緻化によってその解決を図ろうと奮闘して

きた。しかし，丁寧な運用を徹底すればするほど，

本来，目標管理制度に期待されている「自律性」や

「結果指向」は薄れ，かえって事務作業ばかりが膨

れあがってしまってはいないだろうか？　運用の工

夫を重ねることはもちろん大事だが，改めて「結果

ありき」の視点から単純化を目指すことで，複雑に

もつれ合った糸は案外あっさりほどけたりもする。

「結果重視では個人プレーに走る」とも懸念される

が，個人プレーが有効な仕事は極めて限られ，会社

はあくまで「チームプレーによる部門の結果」を求

めている。その構図が理解されれば，共通の「部門

目標」をレベルの違う個々の「役割」に落とし込み，

役割の「達成度」を見たうえで部門内の「相対評価」

によって納得度を確保していくとする本稿の提案

は，人事部門にも現場の皆さんにも腑に落ちる内容

といえるだろう。数々のコンサルティングを通して

複数の企業で実証されてきた“ 7 つのテクニック”

にぜひご注目を。 （編集部）
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